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イ
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協
ク
イ
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〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー
三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
は
、
紙
面
で
の
発
表
か

ら
１
か
月
程
度
の
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、
下
記
の
宛
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。ま

た
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受

け
つ
け
て
お
り
ま
す
。

「
お
げ
ん
き
で
す
か
」を

読
ん
で
の
ご
意
見
・
ご

感
想
な
ど
も
お
書
き
く

だ
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
5
名
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し

上
げ
ま
す
。〆
切
は
９

月
30
日
で
、当
選
者
は

11
月
号
の
紙
面
で
発
表

し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
８
月
号
の
答
え
】 

正
解
30
通
　
不
正
解 

19
通

【
７
月
号
当
選
者
】

問
１　

イ
（
1
5
0
0
〜
3
0
0
0
個
）　

問
２　

ウ
（
イ
ン
ド
）　

問
３　

ウ
（
平
安
時
代
）　

小
谷　

節
子
さ
ん　
（
延 

岡 

市
）

別
府　
　

紘
さ
ん　
（
国 

富 

町
）

中
尾　

友
子
さ
ん　
（
宮 

崎 

市
）

太
田
原
美
智
子
さ
ん（
宮 

崎 

市
）

久
保
田
さ
よ
子
さ
ん（
都 

城 

市
）

体
温
計

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
ク
イ
ズ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。採
用
さ
れ
た
方
に
は
図
書
カ
ー
ド
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。応
募
の
際
は
郵
便
は
が
き
に
問
題
と
解
答

を
必
ず
ご
記
入
の
上
、左
記
の
宛
先
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

クイズ募集 　

９
月
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
で
す

が
、
体
調
に
気
を
つ
け
て
秋
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
９
月

の
行
事
に
関
す
る
問
題
を
用
意
し
ま
し
た
。

ア　

１
８
６
０
年　

  

イ　

１
９
６
０
年

ウ　

２
０
２
５
年

ア　

65
歳　
　

イ　

75
歳

ウ　

特
に
年
齢
は
決
ま
っ
て
い
な
い

ア　

強
化
月
間
の
目
的
の
一
つ
に
、
改
め
て
協
同
組
合
の
価
値

　
　

を
知
ら
せ
、
実
践
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。

イ　

組
合
員
さ
ん
へ
増
資
の
協
力
を
お
願
い
し
、
医
療
生
協
運

　
　

動
を
大
き
く
広
げ
る
た
め
の
源
泉
と
す
る
。

ウ　

強
化
月
間
は
、
医
療
生
協
の
職
員
の
み
で
行
う
行
事
で
あ
る
。

問
２　

９
月
15
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。
「
敬
老
の
日
」
の
お

祝
い
は
何
歳
か
ら
始
ま
る
で
し
ょ
う
。　

問
３　

９
月
20
日
よ
り
「
秋
の
医
療
生
協
強
化
月
間
」
が
始
ま
り

ま
す
。
「
強
化
月
間
」
に
つ
い
て
次
の
中
か
ら
間
違
っ
て
い

る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。　

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→2025年９月号

（No.528）

出
題 

機
関
紙
編
集
委
員
会

問
１　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
こ
の
「
防
災
の
日
」

は
何
年
に
制
定
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。

地域医療は崩壊寸前地域医療は崩壊寸前
　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
こ
の
は
な
生
協

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
高
田
で
す
。
今
回
は
「
地
域

医
療
」
が
大
変
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と

い
う
、
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
「
誰
も
が
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
医
療
を
受
け
ら
れ
る
」
と

い
う
日
常
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。

　

今
、
日
本
の
多
く
の
医
療
機
関
が
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
経
営
危
機
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
日
本
医
師
会
を
は
じ
め
と
す

る
6
つ
の
病
院
団
体
の
合
同
調
査
で
２
０
２
４

年
度
は
、
日
本
全
体
で
病
院
の
69
％
が
赤
字

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
24

年
度
に
全
国
で
64
件
の
医
療
機
関
が
倒
産
し
ま

し
た
。
宮
崎
県
で
も
2
件
倒
産
し
ま
し
た
。
６

つ
の
病
院
団
体
は
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
病
院
が

突
然
な
く
な
る
」
「
地
域
医
療
は
崩
壊
寸
前
」

と
強
い
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
危
機
が
な
ぜ
起
き
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
第
一
に
診
療
報
酬
は
公
定

価
格
で
す
。
し
か
し
現
在
の
「
物
価
高
騰
」

に
対
応
し
て
診
療
報
酬
が
上
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
医
療
材
料
や
光
熱
費
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も

の
の
価
格
が
上
昇
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
多
く
の
病
院
は
深
刻
な
経
営
難
に
陥

っ
て
い
ま
す
。
宮
崎
医
療
生
協
を
見
て
み
る

と
、
23
年
度
と
24
年
度
の
比
較
で
は
薬
品
費

１
・
０
９
倍
、
給
食
関
係
費
１
・
０
７
倍
、

水
道
光
熱
費
１
・
１
５
倍
と
、
多
く
の
経
費

が
前
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
深
刻
な
「
人
手
不
足
」
の
問
題
で

す
。
物
価
高
に
よ
る
支
出
増
大
の
た
め
医
療

介
護
に
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
賃
金
を
他
産

業
と
同
じ
よ
う
に
上
げ
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
の
紹
介
業
者

に
支
払
う
紹
介
手
数
料
が
高
額
で
す
。

　

さ
ら
に
建
物
の

「
老
朽
化
」
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
宮
崎

医
療
生
協
の
場
合
、

生
協
病
院
は
築
23

年
、
お
お
つ
か
生
協

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
築
32

年
、
こ
の
は
な
生
協

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
築
30

年
で
い
ず
れ
も
、
建

て
替
え
年
限
が
迫
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の

経
営
で
は
建
て
替
え

の
準
備
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
物
価
・
賃
金
の
上
昇
に
適
切

に
対
応
し
た
診
療
報
酬
の
仕
組
み
が
必
要
で

す
。
今
の
ま
ま
で
は
倒
産
や
人
手
不
足
、
建

物
の
老
朽
化
の
た
め
に
事
業
を
継
続
で
き
な

い
医
療
機
関
が
増
加
し
て
し
ま
う
と
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
あ
る
日
突
然
、
病
院
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
医
療
従
事

者
と
共
に
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
も
必
要
な
時
に
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
国
に
強
く
訴
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
局
面
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
次
の
こ
と
を
強
く
要
望
す
る

署
名
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
医
療
機
関
が
突
然
閉
鎖
し
、
地
域
住
民
が

　

医
療
を
受
け
る
時
に
困
る
こ
と
が
無
い
よ

　

う
に
、
政
府
は
速
や
か
に
対
策
を
講
じ
て

　

く
だ
さ
い
。

②
物
価
高
騰
に
よ
る
経
費
増
大
に
対
し
て
、

　

医
療
機
関
が
健
全
な
経
営
を
維
持
で
き
る

　

よ
う
に
、
医
療
・
福
祉
に
対
す
る
税
金
の

　

使
い
方
の
優
先
順
位
を
引
き
上
げ
て
く
だ

　

さ
い
。

こ
の
2
点
を
要
望
す
る
署
名
集
め
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
集
め
て

地
域
医
療
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

築23年になる宮崎生協病院築23年になる宮崎生協病院

全日本民医連より配布されている「医療崩壊」に関するチラシ全日本民医連より配布されている「医療崩壊」に関するチラシ
　

知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

「
あ
な
た
の
街
の
病
院
が
今

危
機
的
状
況
な
の
を
！
」原

因
は
、国
が
社
会
保
障
の
給

付
を
削
減
し
て
い
る
か
ら

で
す
▼
医
療
費
の
診
療
報

酬
は
公
定
価
格
で
す
。し
か

し
物
価
高
や
賃
金
の
上
昇

に
対
応
し
て
診
療
報
酬
は

上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。そ
の

結
果
、多
く
の
病
院
は
深
刻

な
経
営
難
に
陥
っ
て
い
ま
す

▼「
病
院
が
赤
字
？
っ
て
」

信
じ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い

た
方
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、約
七
割
の
医
療
機
関
が

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。昨

年
度
倒
産
し
た
医
療
機
関

は
六
十
四
件
も
あ
り
、都
城

の
病
院
も
そ
の
一
つ
で
す
▼

こ
の
ま
ま
で
は
、あ
る
日
突

然
、病
院
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。診
療
報
酬
の
削

減
は
、医
療
と
介
護
に
従
事

す
る
数
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の

賃
金
を
他
の
産
業
と
同
じ

よ
う
に
上
げ
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
て
、人
員
不

足
に
も
な
っ
て
い
ま
す
▼
地

域
住
民
の
医
療
を
受
け
る

権
利
が
こ
ん
な
状
況
に
あ

る
と
、日
本
医
師
会
を
は
じ

め
六
団
体
が
こ
の
ま
ま
で

は「
ま
ち
の
医
療
機
関
が
な

く
な
る
？
」と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
ま
す
▼
こ
れ
に
応

え
、宮
崎
民
医
連
は「
地
域

住
民
の
医
療
を
受
け
る
権

利
を
保
障
す
る
た
め
に
医

療
機
関
の
維
持
存
続
へ
の
支

援
を
求
め
る
請
願
署
名
」に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
に
す
る
た

め
に
署
名
に
ご
協
力
を
。

（
Ｋ
・
Ｍ
）

宮崎県民主医療機関連合会会長
宮崎医療生協　このはなクリニック

高田　慎吾　医師

宮崎県民主医療機関連合会会長
宮崎医療生協　このはなクリニック

高田　慎吾　医師

け
い
し
ょ
う

お
び
や

お
ち
い

こ
う
と
う

９月の
診療案内
◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

（れいんぼう会館内）

在宅総合
ステーション
宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

・居宅介護支援事業所
・ホームヘルプサービス

れいんぼう

☎0985（23）7728
・訪問看護ステーション

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
9：00～12：30
（受付12：00）まで

15：00～17：30
（受付17：00）まで

生協クリニックのべおか
延岡市浜砂1丁目5-17  ☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

通所介護
デイサービス

月曜日
～土曜日
9：30
～16：00

月

火

水

木

金

土

午　前 午 後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問
診療

 8：30～12：30
（受付11：45）まで

 17：00～19：00
（受付18：30）まで

和知川原生協クリニック
宮崎市和知川原2丁目25-1  ☎0985（23）0050

植　野
（第3土曜休診）

植　野

植　野

生協病院
からの支援

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

高齢者共同住宅 みんなの家

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅 ぎおんの家

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム おおつかの家

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

在宅総合
ステーション

延岡市浜砂1丁目5番6号

☎0982（31）1453

☎0982（26）2536

☎0982（31）1442

・居宅介護支援事業所

・ホームヘルプサービス

・訪問看護ステーション

それいゆ

循環器内科（坂口）、消化器内科（古谷）、呼吸器内科（永友・三宅）、糖尿病内科（植野）、内科･リハビリ（浜田・高橋）、
透析（西谷）、外科・肛門外科（山岡・松田・黒木・末岡）、小児科（山元･上野･久保・松尾）、
後期研修医（川添・山下）、初期研修医（米坂・荒武・斎藤（優）・岩崎・小野原・斎藤（史））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※研修医は院外研修中の場合もあります。

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科

午　　　　前

一　般 一　般予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

※紹介状をお持ちの方は９：００からの診療となります。

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：15～11：45
診療
8：30～12：30

受付
15：30～18：00
診療
16：00～18：30

第1･3･5週 交替制

第2･4週 末岡

午　前 午　　　前 午　　　　  後 夜　　間午　　　後

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

　

植　野

宮　園

坂　口

　

坂　口

古　谷

遠　藤

遠藤（第2週のみ）

永友（第4週のみ）

宮崎生協病院

山　岡

山　岡

松　田

休　診

黒　木

黒　木

交替制

交替制

小　澤

交替制
川　添

呼吸器外来

訪問
診療

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

遠　藤

遠　藤

遠　藤

遠　藤

遠　藤

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

（第２・４土曜休診）

おおつか生協クリニック
宮崎市大塚町大迫南平4401-2  ☎0985（52）6715

午 後 夜　間
17：00～19：00
（受付18：30）まで

　

遠　藤

生協病院から
の支援

受付　13：30～16：30
診療　14：00～17：00

14：00～16:30
高橋麻里子

13：30～17:00
永　友

内科・外科 ☎0985（24）6877　小児科 ☎0985（24）6575　健康診断科 ☎0985（24）6566
居宅介護支援事業所 ☎0985（24）6545

8：30～10:00
第2・4（永友）

糖尿病外来
（第1週）

三宅(第 1・3)

山　下

休　　診

休　　診

宮崎市大島町天神前1171

交替制

山元・松尾 松　尾

松　尾

山　元

山元・松尾

山元・松尾

山元・久保

山元・松尾

休　　　　　診

休　　　　　診

休　診

（要予約）

13：45～16：15 11：00
14：00
（要予約）

予防接種 アレルギー特診

山元・松尾

山元・松尾

久　保

久　保

交替制

（要予約）

13：30～16：30

乳児健診

山　元

松　尾

山　元

交替制

久　保坂　口

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

午　前
8：45～12：30
（受付11：45）まで

このはな生協クリニック
宮崎市大字熊野1613  ☎0985（58）1222

高　田 
（第3土曜休診）

高　田

高　田 通所介護
デイサービス

月曜日
～土曜日
9：00
～15：30

訪問
診療

午　後
15：00～18：00
（受付17：40）まで

●9/22(月)は高田医師不在のため、生協病院からの
　支援医師の診察となります

●火曜、水曜、金曜の13:30～15:00までは訪問診療

第528号（1） 2025年９月１日　発行 2025年９月１日　発行 （4）第528号健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる

宮崎医療生活協同組合

〒880-0824 宮崎市大島町天神前1175-3
発　行　機 関 紙 編 集 委 員 会
責任者　仁田脇 弘文

http://www.miyazaki-iryou.coop/

宮 崎 生 協 病 院

和知川原生協クリニック
このはな生協クリニック
おおつか生協クリニック
生協クリニックのべおか
訪問看護ステーションれいんぼう
居宅介護支援事業所れいんぼう
ホームヘルプサービスれいんぼう
居宅介護支援事業所宮崎生協病院
居宅介護支援事業所そ れ い ゆ
生協ホームヘルプサービスそ れ い ゆ
訪問看護ステーションそ れ い ゆ
宮崎医療生活協同組合

http://m-seikyouhp.com/
☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0982)31-1442
☎(0985)23-7168

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452

FAX　26-1944



　

西
部
支
部
は
６
月
28
日
（
土
）
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
行
い
、
30
人
の
組
合
員
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

気
温
が
30
度
を
超
す
猛
暑
の
中
で
し
た
が
、
み
ん
な
楽
し

ん
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
参
加
者
は
全
員
何

ら
か
の
賞
品
を
持
っ
て
帰

り
、
け
が
人
や
病
人
も
出

ず
、
無
事
に
大
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

西
部
支
部
は
月
２
回
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
定

例
会
を
行
い
、
う
ち
年
間

４
回
を
「
大
会
」
形
式
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
10
月
17
日
（
金
）
は
バ

ス
ハ
イ
ク
、
12
月
に
は
遊

古
館
体
験
会
な
ど
、
楽
し

い
行
事
を
行
い
ま
す
。

お
げ
ん
き
で
す
か
文
芸
欄

留
守
番
の
飼
猫
に
言
う
暑
か
っ
た

葉
は
ま
る
で
花
の
よ
う
な
り
目
の
留
ま
る

や
わ
ら
か
ピ
ン
ク
は
つ
ゆ
き
か
ず
ら

日
向
支
部
　
水
永
正
継
さ
ん

賑
や
か
な
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
「
一
、
二
、
三
」

澄
ん
だ
掛
け
声
廊
下
を
走
る

日
向
支
部
　
横
木
正
恵
さ
ん

こ
の
は
な
支
部
　
渡
辺
千
鶴
さ
ん

五
鈴
川
辣
韭
一
つ
沈
み
を
り

日
向
支
部
　
黒
木
邦
子
さ
ん

〈
俳
句
〉

〈
短
歌
〉

第36期　第２回理事会の報告
＜報告事項＞

・第36期第２回の理事会は書面報告で実施
・2025年７月度の組合員活動の概要（仲間増やし29名、
出資金増資336万円）について報告
・平和と社会保障を守る取り組みについて、「地域住民の
医療を受ける権利を保障するための医療機関存続の支援
を求める請願署名」を重点的に取り組む
・2025年第一四半期の決算状況についての報告（法人の累
計経常利益－2,870万円で予算未達成）

等々、以上書面報告いたしました。

今、宮崎医療生協は 2025年７月31日現在

■新規加入者　３７名（7/1～7/31）
■総組合員数　４４，４６５名
■出　資　金　５億５,６８７万円

■平均出資金　１２，５２４円
■班　　　数　１９６班
■　　　　　   １６，６９２部おげんきですか
手配り配布数

支
部
活
動
紹
介
　
西
部
支
部

　

皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
こ
こ
数
年
、
全
国
的
に
医
療
機
関
の
倒
産
・

廃
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、医
療
利
益
が
赤
字
の
病
院
も
年
々
増
え
続
け
、

昨
年
度
は
69
％
、
実
に
3
分
の
２
の
病
院
は
赤
字
経
営
で
す
。
ま
さ
に
地
域

の
医
療
機
関
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

医
療
機
関
の
主
な
収
入
は
、診
療
報
酬
で
す
。
こ
れ
は
医
療
行
為（
医
療
サ
ー

ビ
ス
）
ご
と
に
国
が
点
数
を
定
め
て
お
り
、１
点
に
つ
き
10
円
で
計
算
し
ま
す
。

ま
た
２
年
に
１
回
点
数
が
改
定
さ
れ
、
次
の
改
定
は
来
年
６
月
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

前
述
の
病
院
の
危
機
的
状
況
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
こ
の
診
療
報
酬
改
定

が
昨
今
の
物
価
高
や
賃
金
上
昇
を
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食

費
（
病
院
で
は
給
食
食
材
費
）
や
水
道
光
熱
費
な
ど
の
高
騰
の
影
響
を
、
病

院
は
一
般
家
庭
と
同
様
に
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
私
た
ち
は
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
も
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
」
を
合
言
葉
に
、「
医
療
機
関
の
維

持
存
続
へ
の
支
援
を
求
め
る
請
願
署
名
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
国
で

１
０
０
万
筆
、
宮
崎
で
は
１
万
２
千
筆
を
目
標
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。
ま

た
院
外
で
の
活
動
と
し
て
、「
ま
つ
り
え
れ
こ
っ
ち
ゃ
」
で
街
が
賑
わ
う
7
月

23
日
、
街
頭
署
名
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
幸
い
多
く
の
方
に
声
を
掛
け
る
こ

と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
署
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
医
療
機
関
が
大
変
な

の
は
知
っ
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
な
ど
の
激
励
の
一
方
、「
病

院
は
儲
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
」「
診
療
報
酬
っ
て
何
？
」
の
よ
う
な
声

も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
医
療
従
事
者
は
、
一
般
の
方
々
に
向
け
て
、
病
院

の
実
情
を
分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
の
請
願
署
名
の
取
り
組
み
は
年
内

ま
で
継
続
し
、
1
月
の
通
常
国
会
で
署

名
を
提
出
し
ま
す
。
物
価
・
賃
金
の
上

昇
に
見
合
っ
た
診
療
報
酬
改
定
と
財
政

支
援
の
実
現
が
私
た
ち
の
要
求
で
す
。

地
域
の
方
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
い
つ
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
病

院
を
存
続
さ
せ
た
い
、
こ
れ
が
私
た
ち

の
願
い
で
す
。
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

受
付
な
ど
に
署
名
用
紙
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
周
り
の
方
に
医
療
機
関
を
取

り
巻
く
現
状
を
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
で
す
。

（
宮
崎
生
協
病
院　

薬
剤
科大

田
原
哲
哉
）

『おげんきですか』配布員募集！
「おげんきですか」の手配り配布をしてくださる仲間を募集して
います。「おげんきですか」の配布部数は年々減っています。配
布協力員さんの高齢化が一番の要因です。これは特定の地域だけ
でなく、宮崎医療生協全体の問題となっています。新しい配布協
力員の仲間を見つけることが、今後の大きな課題です。ご協力い
ただける方は、下記までご連絡ください。

宮崎医療生協 健康まちづくり部　℡0985-31-9055

　９月 20 日（土）より、「秋の医療生協強化月間」が始ま
ります。毎年、組合員さんの仲間増やしと出資金増資を、
全国の医療生協の職員と各支部の組合員さんが一丸となっ
て 11 月末まで集中して行う期間となっています。今年度の
宮崎医療生協の月間の目標確認と、組合員さんの気持ちを
一つにする目的として下記の日程で「組合員のつどい」を
開催します。

県北地区
　日　時　９月 17日（水）午後 1時 30分～
　場　所　社会教育センター

宮崎地区
　日　時　９月 24日（水）午後 2時～
　場　所　宮崎市民プラザ　４階ギャラリー

県南地区
　日　時　９月 27日（土）午前 10時～
　場　所　都城市総合文化ホール　練習室

　宮崎・県北・県南地区、いずれの「つどい」でも、各支部の
組合員さんによる楽しい企画が行われる予定です。組合員さ
んも、そうでない方も、お気軽にご参加ください。

健康コーナー

ワクチン接種の対象となる人は
・65歳を迎える方
・60～ 64歳で対象となる方（※1）
・2025 年度から 2029 年度までの 5 年間の経過措置として、
その年度内に 70、75、80、85、90、95、100 歳（※2）
となる方も対象
※1：ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に

障害があり、日常生活がほとんど不可能な方
※2：100 歳以上の方については、2025 年度に限り全員

対象

　現在、日本では 2種類のワクチンが使われています。
　①　生ワクチン
　　接種回数：1回だけでOK
　　効果持続：およそ 5年
　　予防効果：接種後 1年時点で 6割程度の予防効果
　　費　　用：8,000 円前後（助成があればもっと安く）
　　メリット：1回で完了、手軽、副反応は比較的軽め
　　　　　　　（赤み・かゆみ・軽い発熱など）
デメリット：生きたウイルスを弱めたワクチンのため、免疫
　　　　　　の弱い方（がん治療中など）は接種できない

医
療
機
関
の
維
持
存
続
の
た
め
�
署
名
に
ご
協
力
を
！

グラウンドゴルフ大会の様子グラウンドゴルフ大会の様子「
都
北
支
部
」

　

原
田
恵
津
子
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。
原
田
さ
ん
は
、

都
北
支
部
の
運
営
委
員
で

あ
り
、
ほ
ほ
え
み
班
の
班

長
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

班
の
組
合
員
さ
ん
も
増
え

て
お
り
、
現
在
９
人
の
班
の
仲
間
は
、
面
倒
見
の
良

い
班
長
さ
ん
と
一
緒
に
健
康
ま
つ
り
に
参
加
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
田
さ
ん
は
都
北
支
部
の
支
部
総
会
の
議

長
も
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
行
動
力
と
明
る
さ
で

民
生
委
員
、
家
事
援
助
な
ど
色
々
な
面
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
宅
に
人
が
集
ま
り
や
す
い
よ
う
に
と

週
末
は
、
自
宅
に
隣
接
し
て
い
る
た
こ
焼
き
屋
さ
ん

の
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
て
サ
ロ
ン
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
っ
て
頼
り
が
い
の

あ
る
原
田
さ
ん
で
す
。
今
年
も
九
沖
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

集
会
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

向
上
心
と
積
極
的
な
原
田
さ
ん
に
、
運
営
委
員
の

み
ん
な
が
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
げ
ん
き
仲
間
〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

宮崎医療生協の新奨学生へ
お米が届きました。

　ご協力ありがとうございました。

宮崎医療生協の新奨学生へ
お米が届きました。

　ご協力ありがとうございました。

◎2～3kgで小分けされたお米
◎パックご飯　◎パスタなどの乾麺
◎パスタソース
◎インスタント食品　◎お菓子
◎生理用品　◎ティッシュ
◎宮崎市指定のゴミ袋

支援していただく食品は最寄りのクリニックでも受け付けてい
ます。詳細は坂本までご相談ください。

ご寄付いただきたい食品等

医系学生のための食材支援
（フードドライブ）にご協力ください！

医系学生のための食材支援
（フードドライブ）にご協力ください！

医系学生のための食材支援
（フードドライブ）にご協力ください！

医系学生のための食材支援
（フードドライブ）にご協力ください！

●回収場所●

●お問い合わせ●

◎宮崎医療生協本部 宮崎市大島町天神前1175-3　
◎医系学生サポートセンター 宮崎市清武町木原5536番地1階

学生担当/坂本・中原 TEL:080-8380-6271

組合員のつどいのお知らせ

帯状疱疹、ワクチンで予防できます！帯状疱疹、ワクチンで予防できます！

②　不活化ワクチン（シングリックス）
　接種回数：2回（2か月間隔）
　効果持続：10年以上
　予防効果：接種後 1年時点で 9割程度の予防効果
　費　　用：1回 22,000 円前後（計約 44,000 円）
　メリット：効果が非常に高く長期間しっかり予防、ウイル

スを含まないため、免疫が弱い方も接種可能
　デメリット：費用が高い、2回通院が必要、腫れ・痛み・発熱・

だるさが 2～3日出ることがある

選び方の基準
　「費用を抑えたい・免疫に問題ない」 → 生ワクチン
　「長く、しっかり守りたい・免疫弱めもOK」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 不活化ワクチン

　対象となる方は、ぜひ一度当院にご相談ください！

宮崎生協病院

初期研修医

斎藤　優敬
まさたか

たいじょうほうしん

　組合員の皆さま、お元気ですか。宮崎生協病院初期研修医の斎藤です。今回は、帯状疱疹ワクチンにつ
いて説明をします。
　帯状疱疹は、子どものころの水ぼうそうウイルスが体内に潜んでいて、50 歳を過ぎたり、疲れや病気
で免疫力が落ちたりしたときに再び活動し、皮膚の発疹と強い痛みを引き起こす病気です。後遺症として
「帯状疱疹後神経痛」が何か月～何年も続くこともあります。

ひそ

ふかつか

ほっしん

ら
っ
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う
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「まつりえれこっちゃ」での署名活動「まつりえれこっちゃ」での署名活動

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになった場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

第528号（3） 2025年９月１日　発行 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 2025年９月１日　発行 （2）第528号 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる


